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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 406,341 △2.7 58,065 △3.1 63,831 △3.3 51,267 10.3

2025年３月期第３四半期 417,450 3.9 59,939 46.4 66,043 46.8 46,479 49.4
(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 42,721百万円(△18.6％) 2025年３月期第３四半期 52,489百万円( 18.6％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 143.61 143.49

2025年３月期第３四半期 124.86 124.72

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 1,242,752 591,937 47.5

2025年３月期 1,205,726 602,878 49.9
(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 590,731百万円 2025年３月期 601,547百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 24.00 － 30.00 54.00

2026年３月期 － 30.00 －

2026年３月期(予想) 40.00 70.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有



３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 554,000 △0.3 78,000 2.2 81,000 △8.1 65,000 23.1 182.19
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

総額売上高（「収益認識に関する会計基準」等を適用しなかった場合の売上高）は1,300,000百万円（対前期増減
率0.3%減）を予想しております。
（注）当社は2026年２月６日開催の取締役会において、自己株式の取得等について決議いたしました。2026年３月期
の連結業績予想における「１株当たり当期純利益」については、当該自己株式の取得の影響を考慮しております。な
お、当該自己株式の取得については、添付資料P11「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関
する注記事項（重要な後発事象）」をご覧ください。

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料P10「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結
財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 367,418,954株 2025年３月期 380,262,554株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 15,808,619株 2025年３月期 14,852,729株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 356,991,815株 2025年３月期３Ｑ 372,260,998株

(注)期末自己株式数には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式を含めています。
2026年３月期３Ｑ 926,200株 2025年３月期 －株
期中平均株式数の算出において、発行済株式数から控除する自己株式数には、役員報酬BIP信託が保有する当社株式
を含めています。
2026年３月期３Ｑ 740,960株 2025年３月期３Ｑ －株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定

の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大

きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料

P5「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2025年４月１日～12月31日）における国内経済は、企業業績の底堅さを背景に雇用・所

得環境が堅調に推移し、緩やかな回復基調となりました。個人消費については、物価高が続くものの、株高に伴う資産

効果や賃上げが追い風となり、持ち直しの動きが見られました。一方、世界経済においては、日中関係の緊張の高まり

や地政学リスク、米国の関税政策等による下方圧力が懸念されます。これらは国内の消費マインドにも影響を及ぼす可

能性があり、先行きについては引き続き注意が必要な状況です。

こうした環境下において、当社グループは「三越伊勢丹グループ 企業理念」のミッションである「こころ動かす、ひ

との力で。」を掲げ、「お客さまの暮らしを豊かにする“特別な”百貨店を中核とした小売グループ」というビジョン

の実現を「再生～まち化準備～結実」の３段階のフェーズを通じて目指しております。グループの再生を大幅に進展さ

せた「再生フェーズ」（2022～2024年度）に続き、「まち化準備フェーズ」（2025～2030年度）の「フェーズⅠ」

（2025～2027年度）においては、個客業プロセス活動（集客→識別化→利用拡大→生涯顧客化）を通じて「館業」から

「個」のお客さまとつながる「個客業」へのビジネスモデル変革を進めており、百貨店で識別した個客との関係深化と

グループのコンテンツを最大活用した“連邦”活動による収益機会の拡大を進めております。次なる「フェーズⅡ」

（2028～2030年度）では、個客業プロセス活動の更なる進化と“まち化”（百貨店を中核として用途を広げ、グループ

アセットを最大活用したビジネスモデル）を進めてまいります。

当第３四半期連結累計期間では、「集客」として引き続き話題性の高い編集企画や場づくりを強化し、新規顧客の来

店を促進しました。「識別化」では、昨年３月に導入した年会費無料の「エムアイカード ベーシック」及び海外顧客向

けアプリ「MITSUKOSHI ISETAN JAPAN」により、新規会員の増加と海外顧客との接点拡大を図りました。こうして拡充し

た顧客基盤を活用した「利用拡大」では、オンライン事業の利用促進や金融サービス等のグループコンテンツの提供を

進めています。また、“拠点ネットワーク”（※１）として、地域百貨店の顧客に対し首都圏の伊勢丹・三越両本店か

らの商品提案等を推進しました。「生涯顧客化」では引き続き“ONEグループ外商”（※２）を強化し、個人外商取扱高

の拡大を図っています。これらの「まち化準備フェーズⅠ」の初年度として推進してきた個客業プロセス活動の成果が

表れ、当期末時点での識別顧客数（国内）は前年比1割増となり、経営目標（顧客KPI）とする「識別顧客売上高」およ

び「グループ年間300万円以上購買顧客売上高」も着実に拡大しております。

事業活動を支えるグループ基盤戦略では、DX、人財、財務、サステナビリティの各分野で重点施策を推進しておりま

す。DX戦略では、デジタルを手段に「個客業」実現に向けた新たな価値創造の取り組みを加速しており、蓄積した顧客

データを、購買予測モデルの構築や外商営業支援ツールへ活用するほか、生成AIを用いた業務効率化やデジタル人財の

育成にも取り組んでおります。人財戦略では、百貨店業における店舗・仕入れ・外商等複数部門での経験を通じて培っ

た接客力と提案力を備える“個客業人財”の育成を図っており、さらに百貨店と金融・不動産等の事業間での人財交流

を通じ、イノベーション創出と事業領域の拡大を図っています。財務戦略については、不動産開発着手前の「フェーズ

Ⅰ」において、配当と自己株式取得を組み合わせて総還元性向70%以上の水準(フェーズⅠ期間累計)を達成させる方針で

す。この方針のもと、先に実施した300億円の自己株式取得（取得期間：2025年５月14日～10月６日）に続き、同じく

300億円を上限とする自己株式の取得（取得予定期間：2026年２月９日～2027年２月８日）の実施を決定しております。

サステナビリティ経営では、「人・地域をつなぐ」「持続可能な環境・社会をつなぐ」「ひとの力の最大化」「グルー

プガバナンス・コミュニケーション」の４項目を重点取り組み（マテリアリティ）として掲げ、事業活動を通じて持続

可能な社会の実現と企業価値の向上を両立させることを目指しています。今年度は「サステナビリティアンバサダー」

制度を刷新し、社内公募により選出された約50名を各部門の推進役に位置づけ、実効性の高い取り組みを展開しており

ます。なお、昨年12月には情報開示の質と透明性が高く評価され、「大和インターネットIR表彰2025」サステナビリテ

ィ部門において最優秀賞を受賞しました。

当第３四半期連結累計期間は、前年度上期の高い海外顧客売上の反動等により減収となりましたが、国内顧客の売上

は前年実績を上回り好調に推移し、総額売上高の前年同期比は中間連結会計期間（2025年４月１日～９月30日）の数値

より向上しました。また、徹底した販管費コントロールの継続が奏功し、当第３四半期会計期間の営業利益は四半期単

位での過去最高を更新しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は406,341百万円（前年同四半期比2.7％減）、営業利益

は58,065百万円（前年同四半期比3.1％減）、経常利益は63,831百万円（前年同四半期比3.3％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は、関係会社株式の売却益等の影響により第３四半期連結累計期間として最高益となる51,267百万円

（前年同四半期比10.3％増）となりました。
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なお当社は、当社の持分法適用関連会社である新光三越百貨股份有限公司（以下、「新光三越」）の株式の一部を新

光三越の合弁に係る当社の合弁パートナーが設立した特別目的会社である新豐資本股份有限公司へ譲渡することについ

て合意いたしました（株式譲渡実行日：2026年４～５月頃予定）。この株式譲渡が完了した場合、新光三越は当社の持

分法適用関連会社から外れることとなります。

※１拠点ネットワーク：

伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店の両本店のMD供給力を活用した“お取り寄せ”や店舗間の送客により、全国の

当社グループ顧客の利便性を向上し、お買い上げを促進する施策

※２ONEグループ外商：

地域百貨店を含めた全国の外商セールスが、三越伊勢丹グループのアセット（コンテンツ、サービス、情報）を

共通して活用する体制

セグメントの業績は次のとおりであります。

①百貨店業

国内百貨店においては、伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店・三越銀座店を中心に、顧客ニーズを反映したブランドと

の協業施策や話題性のあるイベントを展開し独自性の強化を進めています。当第３四半期においては、伊勢丹新宿本店

で香りのイベント「サロン ド パルファン 2025」やシャンパーニュのイベント「ノエル・ア・ラ・モード 2025」、

「Contemporary Art × ISETAN」等を開催し、三越日本橋本店ではジャパンクリエーションを紹介する「JAPAN

SENSES」や人気アニメとのコラボレーション企画、希少性の高い輸入車の展示等を実施。三越銀座店では顧客ご招待会

を催して個客とのつながりを深めました。サステナビリティの取り組みとしては、「彩りある豊かな未来に向けて、創

造力を働かせ、真摯に考えることからスタートする」という想いを込めたサステナビリティ活動“think good”を各店

舗とオンラインストアにて推進。当第３四半期連結累計期間で約1,100件の取り組みを実施しました。また地域店舗で

は、首都圏の伊勢丹・三越両本店からの商品提案や店舗間での送客等の“拠点ネットワーク”に取り組み、その扱高も

前年同期比で２桁増となる等、順調に推移しています。

昨年３月に開始した海外顧客向けアプリ「MITSUKOSHI ISETAN JAPAN」とWeChatの会員数はグループで約70万人とな

り、昨年11月より購買特典クーポンや高額免税者向け新サービスを導入する等来店施策を強化しています。また、年会

費無料の「エムアイカード ベーシック」導入により新規会員数が増加し、入店客数は前年並みを維持する中、識別顧客

数は前年同期末より約75万人増の約815万人となり、その結果、識別顧客売上高が前年実績を上回り堅調に推移していま

す。特に生涯顧客に位置づける個人外商顧客の売上は首都圏の店舗を中心に伸長し、個人外商取扱高は着実に増加して

います。

これら「個客業プロセス活動」における各施策が奏功した結果、国内百貨店事業の総額売上高は前年度上期に過去最

高を記録した海外顧客売上の反動や2025年11月以降の訪日客数の減速等の与件の影響を受けて前年実績を下回ったもの

の、国内顧客の売上は堅調に推移。その結果、株式会社三越伊勢丹（首都圏）の総額売上高は前年並みの水準にまで回

復しており、岩田屋本店（福岡）や新潟伊勢丹等でラグジュアリーブランドや宝飾時計等が売上を牽引する等、地域の

主要百貨店でも回復基調が鮮明になりました。また、引き続き人件費や地代家賃を中心にコストコントロールを徹底し、

国内百貨店事業の営業利益の減益幅は、中間連結会計期間(2025年４月１日～９月30日)よりも10%程度改善しました。

海外店舗においては、当第３四半期連結累計期間（2025年１月１日～９月30日）において、賃貸借契約期間満了によ

り昨年11月に営業終了したシンガポール伊勢丹タンピネス店の閉店セールが売上増に寄与し、昨年８月にリモデルグラ

ンドオープンしたクアラルンプール伊勢丹（マレーシア）KLCC店ではリニューアルした食品・レストラン部門を中心に

堅調に推移。オーランド三越（米国）でも、話題性のある商品展開が好評を博し客単価増につながりました。昨年度の

中国３店舗の営業終了（2024年４月・６月）や、クアラルンプール伊勢丹KLCC店のリモデル工事による一部閉鎖等の影

響により、海外事業全体の総額売上高は前年同期を下回りましたが、シンガポール拠点における構造改革をはじめ、海

外各拠点における販管費削減が奏功し、営業利益は前年比７割増となりました。

このセグメントにおける売上高は336,083百万円（前年同四半期比3.4％減）、営業利益は47,435百万円(前年同四半期

比4.9％減)となりました。

②クレジット・金融・友の会業

クレジットカード会社である株式会社エムアイカードでは、2025年３月にリリースした「エムアイカード ベーシッ

ク」が牽引し、新規入会口座数が前年同期比で約４割増加、カード会員総数も順調に伸びております。また、同じく３
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月にローンチした資産運用、クラウドファンディング、保険等を提供する総合金融サービス「MITOUS」に続き、新たに

金融商品仲介業と銀行代理業の認可を取得し、昨年10月には両事業の三越日本橋本店内での営業を開始。同店の特別ご

招待会へも出展する等、百貨店のお客さまへ当社グループならではの金融商品の企画・提供を始めております。同社は

カードファイナンス推進施策の効果もあり引き続き手数料収入が拡大し増収となりましたが、前期に発生した貸倒引当

金の戻入額の影響等により減益となりました。

このセグメントにおける売上高は26,469百万円（前年同四半期比3.1％増）、営業利益は5,192百万円（前年同四半期

比6.7％減）となりました。

③不動産業

不動産業では、新宿エリアの保有物件における賃料収入の増加が引き続き営業利益を押し上げました。建装・デザイ

ンやコンストラクションマネジメント等を手掛ける株式会社三越伊勢丹プロパティ・デザインにおいては、オフィスや

ラグジュアリーブランド等の改装受注は堅調ながらも、前年同期の複数大型案件の反動等より減収減益となりました。

このセグメントにおける売上高は17,624百万円（前年同四半期比14.4％減）、営業利益は2,873百万円（前年同四半期

比10.3％増）となりました。

④その他

スーパーマーケット事業（クイーンズ伊勢丹等）および食品のOEM製造事業等を展開している株式会社エムアイフード

スタイルは、三越伊勢丹グループの強みを活かし、エムアイカード会員向けキャンペーンの実施等グループ連携による

取り組み強化を図り、スーパーマーケット事業の客単価が伸長し増収となりました。また、人件費が高騰する中、販管

費コントロールを徹底して行い、同社は増益を確保し黒字に転換しました。なお、同社は顧客接点の拡大を目的として、

100％出資の新会社「株式会社フードクラフト」を設立した上で、新会社により2026年春頃に株式会社大寿からスーパー

マーケット「OONOYA」および食のセレクトストア「大野屋商店」の事業を吸収分割により承継する予定です。

旅行業を手がける株式会社三越伊勢丹ニッコウトラベルは、海外・国内の個人手配旅行や訪日客による国内ツアーの

受注が好調に推移。また、百貨店の外商顧客からのご紹介等で法人顧客の海外渡航が当第３四半期を中心に大きく伸長

した結果、増収となりました。海外の募集型企画旅行においては、欧州リバークルーズを中心とした独自の企画が引き

続き高い評価を得ましたが、ユーロ高の影響を大きく受け、徹底した経費コントロールを行ったものの減益となりまし

た。

広告・メディア事業を展開する株式会社スタジオアルタは、グループ内で機能を集約した広告制作事業がグループ内

外からの受注により好調に推移しました。同社は屋外広告やデジタルサイネージ等を活用した百貨店向け広告メディア

販売事業も堅調で増収となりましたが、2025年2月の「アルタビジョン」終了の影響により減益となりました。

グループ会社およびグループ外企業へ情報システムのソリューションやサービスを提供する株式会社三越伊勢丹シス

テム・ソリューションズは、グループ基盤「DX戦略」の中核を担い、個客業化に向けた分析ツール開発・データ基盤整

備を推進しています。非競争領域におけるシステム（仕入管理MD/POS等）をグループ外百貨店へ提供する外販事業が順

調に拡大し増収となりましたが、サイバーセキュリティ対策の強化や外部委託費の増加に伴い減益となりました。

物流業務や物流ソリューション事業を手掛ける株式会社三越伊勢丹ビジネス・サポートでは、配送品等の取扱い荷量

の減少に伴い減収となりましたが、百貨店内の納品搬送業務や外部企業からの倉庫内受託業務が拡大し増益となりまし

た。

このセグメントにおける売上高は74,807百万円（前年同四半期比2.5％増）、営業利益は2,206百万円（前年同四半期

比30.3％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は1,242,752百万円となり、前連結会計年度末に比べ37,026百万円増加しまし

た。これは主に、季節要因により受取手形、売掛金及び契約資産が増加したことなどによるものです。

負債合計では650,815百万円となり、前連結会計年度末に比べ47,967百万円増加しました。これは主に、季節要因によ

り支払手形及び買掛金が増加したことなどによるものです。

また、純資産は591,937百万円となり、前連結会計年度末に比べ10,941百万円減少しました。これは主に、親会社株主

に帰属する四半期純利益を計上した一方で、配当金の支払を行ったこと及び自己株式を取得したことなどによるもので

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

足元の業績動向を踏まえ、2026年３月期の連結業績予想を下記のとおり修正しております。

2026年３月期連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ) 556,000 78,000 77,000 62,000 172.56

今回発表予想（Ｂ) 554,000 78,000 81,000 65,000 182.19

増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 － 4,000 3,000 －

増減率（％） △0.4% － 5.2% 4.8% －

（ご参考）前期実績
（2025年３月期）

555,517 76,313 88,123 52,814 142.42

（注）総額売上高（「収益認識に関する会計基準」等を適用しなかった場合の売上高）は、1,300,000百万円（前回発

表予想1,305,000百万円、増減額 △5,000百万円、増減率 △0.4％）を予想しております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,795 87,150

受取手形、売掛金及び契約資産 155,277 180,300

有価証券 915 746

商品及び製品 23,595 26,937

仕掛品 347 668

原材料及び貯蔵品 540 549

その他 39,136 43,959

貸倒引当金 △3,692 △3,727

流動資産合計 254,916 336,585

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 141,389 135,956

土地 534,742 540,051

その他（純額） 33,173 33,548

有形固定資産合計 709,305 709,556

無形固定資産

ソフトウエア 17,223 16,577

その他 23,533 23,541

無形固定資産合計 40,757 40,119

投資その他の資産

投資有価証券 148,975 105,213

その他 51,886 51,405

貸倒引当金 △146 △150

投資その他の資産合計 200,716 156,468

固定資産合計 950,779 906,144

繰延資産

社債発行費 30 22

繰延資産合計 30 22

資産合計 1,205,726 1,242,752
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 114,661 151,050

短期借入金 41,329 30,493

未払法人税等 9,150 26,510

商品券回収損引当金 12,177 12,170

引当金 14,086 7,939

その他 187,940 195,602

流動負債合計 379,344 423,767

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 25,000 35,800

繰延税金負債 131,677 124,747

退職給付に係る負債 27,859 28,634

その他 18,966 17,866

固定負債合計 223,502 227,048

負債合計 602,847 650,815

純資産の部

株主資本

資本金 51,546 51,560

資本剰余金 284,022 256,869

利益剰余金 246,332 276,091

自己株式 △28,519 △33,456

株主資本合計 553,382 551,065

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,479 17,410

繰延ヘッジ損益 0 7

為替換算調整勘定 31,063 19,488

退職給付に係る調整累計額 3,622 2,759

その他の包括利益累計額合計 48,165 39,665

新株予約権 346 318

非支配株主持分 983 887

純資産合計 602,878 591,937

負債純資産合計 1,205,726 1,242,752
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 417,450 406,341

売上原価 162,475 156,690

売上総利益 254,974 249,650

販売費及び一般管理費 195,034 191,584

営業利益 59,939 58,065

営業外収益

受取利息 591 477

受取配当金 636 726

持分法による投資利益 5,856 4,852

その他 2,480 2,662

営業外収益合計 9,564 8,718

営業外費用

支払利息 518 600

固定資産除却損 1,015 1,037

その他 1,927 1,314

営業外費用合計 3,460 2,952

経常利益 66,043 63,831

特別利益

投資有価証券売却益 － 732

関係会社株式売却益 － 10,646

特別利益合計 － 11,378

特別損失

減損損失 424 14

店舗閉鎖損失 697 119

事業構造改善費用 － 285

特別損失合計 1,122 419

税金等調整前四半期純利益 64,921 74,790

法人税等 18,473 23,533

四半期純利益 46,448 51,257

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △31 △10

親会社株主に帰属する四半期純利益 46,479 51,267
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 46,448 51,257

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,747 6,678

繰延ヘッジ損益 12 7

為替換算調整勘定 1,805 △964

退職給付に係る調整額 15 △863

持分法適用会社に対する持分相当額 2,460 △13,394

その他の包括利益合計 6,041 △8,535

四半期包括利益 52,489 42,721

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 52,032 42,767

非支配株主に係る四半期包括利益 457 △45
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

百貨店業
クレジッ
ト・金融・
友の会業

不動産業 計

売上高

外部顧客への売上高 345,550 14,850 16,630 377,031 40,418 417,450 － 417,450

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,290 10,824 3,965 17,081 32,570 49,652 △49,652 －

計 347,841 25,675 20,596 394,113 72,989 467,102 △49,652 417,450

セグメント利益 49,865 5,564 2,605 58,034 1,693 59,728 211 59,939

(注) １「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、小売業、製造・輸出入等・卸売業、

物流業、人材サービス業、情報処理サービス業、広告・メディア業、旅行業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額211百万円は、セグメント間取引消去、未実現利益等であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「百貨店業」セグメントにおいて、525百万円の減損損失を計上しております。四半期連結損益計算書において

はこの減損損失のうち、100百万円が特別損失の「店舗閉鎖損失」に含まれております。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

百貨店業
クレジッ
ト・金融・
友の会業

不動産業 計

売上高

外部顧客への売上高 333,813 15,643 14,500 363,958 42,382 406,341 － 406,341

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,270 10,826 3,123 16,219 32,424 48,644 △48,644 －

計 336,083 26,469 17,624 380,178 74,807 454,985 △48,644 406,341

セグメント利益 47,435 5,192 2,873 55,501 2,206 57,707 357 58,065

(注) １「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、小売業、製造・輸出入等・卸売業、

物流業、人材サービス業、情報処理サービス業、メディア業、旅行業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額357百万円は、セグメント間取引消去、未実現利益等であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

なお、四半期連結損益計算書においては減損損失のうち、一部を特別損失の「店舗閉鎖損失」に含めて表示し

ております。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

減価償却費 17,687百万円 17,918百万円

のれんの償却額 632百万円 －百万円

（重要な後発事象）

（株式譲渡契約の締結）

当社は、当社の持分法適用関連会社である新光三越百貨股份有限公司（以下、「新光三越」）の株式の一部を

新光三越の合弁に係る当社の合弁パートナーが設立した特別目的会社である新豐資本股份有限公司へ一部を譲渡

することについて合意しました。本件詳細につきましては、2026年１月13日に開示し当社ホームページに掲示し

ております「持分法適用関連会社の一部株式譲渡に関するお知らせ」を参照ください。

（自己株式取得及び消却）

当社は、2026年２月６日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議するとともに、会社法第178条の規定に基づき、

自己株式を消却することを決議いたしました。

１．自己株式の取得及び消却を行う理由

当社は、企業価値の長期的な向上を図りつつ株主の皆様への利益還元を行っております。中期経営計画のフェ

ーズⅠ(2026年3月期～2028年3月期)におきましては、経営環境、業績、財務の健全性を総合的に勘案しながら、

配当と自己株式取得を組み合わせたトータルな還元を、総還元性向70%以上の水準（フェーズⅠ期間累計）で実施

する方針です。この方針のもと、財務状況や株価水準等を総合的に勘案し、下記の通り自己株式を取得すること

といたしました。また、今回取得する自己株式は、全株式を消却いたします。

２．取得に係る事項の内容

（１）取得対象株式の種類 普通株式

（２）取得する株式の総数 18,000,000株（上限）

（３）株式の取得価額の総額 30,000,000,000円（上限）
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（４）取得期間 2026年２月９日～2027年２月８日

（５）取得方法 東京証券取引所における市場買付

３. 消却に係る事項の内容

（１）消却対象株式の種類 普通株式

（２）消却する株式の数 上記２．により取得した自己株式の全株式数

（３）消却予定日 2027年２月26日


